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指定管理者評価シート

事業名

１　施設の概要

２　指定管理者

３　評価単位

教育文化会館運営管理費

札幌市教育文化会館 所在地 中央区北１条西13丁目

昭和52年７月 延床面積 16,372.06㎡

芸術文化及び教育活動の中心的な施設として、音楽、舞踊、演劇、美術等の制作及び発表
の場に供し、それらの事業を行うことで、本市の舞台芸術の振興を図ることを目的とす
る。

ホールや研修室等、施設の管理運営及び舞台芸術振興のための主催事業の実施。

大ホール、小ホール、リハーサル室×２、練習室×２、研修室×８、講堂、ギャラリー

公益財団法人札幌市芸術文化財団

令和５年４月１日～令和10年３月31日

非公募

非公募の場合、その理由：教育文化会館は札幌市における文化芸術振興の中核となる施設
の1つであり、指定管理者には舞台芸術の普及振興を図る多様な事業を引き続き実施して行
くための専門的な知識や経験、幅広いネットワークが必要となるとともに、管理運営にあ
たっては長期的な視野に立った継続的な事業運営や人材育成、ノウハウの蓄積などを特に
必要とするほか施設における事業内容の企画立案等を本市と指定管理者とが一体となって
行う必要があることなどから、非公募とした。

施設数：１施設

複数施設を一括指定の場合、その理由：

施設維持管理業務、貸館業務（利用料金制度）、施設における事業の計画及び実施に関す
る業務

施設数：１施設

複数施設を一括評価の場合、その理由：

所管課（電話番号）

名称

開設時期

目的

事業概要

主要施設

名称

指定期間

募集方法

指定単位

業務の範囲

市民文化局文化部文化振興課（211-2261）

Ⅰ　基本情報
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Ⅱ　令和７年度管理業務等の検証

項　目

1　業務の要求水準達成度

実施状況
指定管理者
の自己評価

所管局の評価

（１）統括管理業
務

▽　管理運営に係る基本方針の策定 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　道内文化施設の中核的役割を担う施設として、今期指定
管理より財団統一の中期経営計画を定めるとともに、以下の
６つの基本方針を策定した。
①良質な舞台芸術作品の提供
②地域社会との共創
③利用者の声を反映して利用者の立場に立ち、公平・公正な
サービスを提供
④安全・安心で快適な施設づくりのための運営体制
⑤専門知識・ノウハウを持った職員による充実した運営体制
⑥環境に配慮するとともに、運営コストの節減を図る

  札幌市教育文
化会館の設置目
的と指定管理に
おける基本方針
に基づき、これ
までの実績を踏
まえながら、会
館の運営・管理
及び事業を実施
することができ
た。

　財団統一の
中期経営計画
に基づき、運
営方針の確立
と公平・平等
な施設利用を
徹底してい
る。また、各
種研修を積極
的に実施する
ことで、良質
な管理運営体
制の維持に注
力している。
　さらに、休
館後の運営再
開に伴う新規
利用者の増加
やMICE等の誘
致に伴う優先
予約対応に係
る本市との連
絡調整、なら
びに直接の協
議・情報交換
を行う運営協
議会を効果的
に機能させて
いる。あわせ
て、施設間で
横断的に管理
できる予約シ
ステムの導入
等により、利
用者の利便性
の向上に寄与
しており、ア
ンケート以外
のセルフモニ
タリング・記
録管理も適切
である。
　以上より、
本市の要求水
準を満たす管
理運営が行わ
れている。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

▼　公の施設として、施設利用にあたっての公平性を重視
し、法律や条例、規則等に則した貸館事業を行った。

　関連規則に従
い、利用者への
公平性を保ちな
がら、受付業務
を行うことがで
きた。

▼　優先受付においては、札幌市教育文化会館使用申込受付
事務取扱要領に定められた基準に照らし、統括責任者である
館長を中心に審査を行った。

▼　施設利用申込については、利用者の利便性向上のため、
窓口での支払い以外に銀行振込を推進するなど、利用者の状
況に応じて柔軟に対応した。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

　ごみの分別・
リサイクルや排
出ごみについ
て、施設の利用
者には積極的に
働きかけを行う
等削減に努め
た。
　館内の照明に
ついて、使用の
無いフロアの消
灯や半灯対応を
行い、省エネル
ギーに努めるこ
とができた。

▼　エネルギー使用量などの各種帳票を札幌市へ提出した。

▼　紙類の積極的なリサイクルを推進するため、古紙（新
聞・雑誌・チラシ）回収以外にミックスペーパー回収袋を事
務室内に設置し、雑紙のリサイクルを推進した。この他、施
設利用者を含めて段ボールやシュレッダー屑も別途回収事業
者へ引渡し、リサイクルを行った。

▼　冷暖房の運転を細かく監視し、利用者の快適性を損なわ
ない範囲で余分なエネルギーを消費しないよう努めた。

▼　ロードヒーティングについては、安全を第一にしながら
も、除雪センターと目視、気温などの気象条件を勘案し、細
かな設定を行うなど、効率的な運用を図った。

▼施設内において、利用のない箇所やフロアの消灯、事務室
では昼休み及び夜間における執務終了部署付近の消灯を行っ
た。

▼　館内で排出されるごみを細かく分別した。また、利用者
にはごみを持ち帰るよう協力を依頼し、持ち帰ることが出来
ない場合にはごみ袋を販売して有料で引き受けた。館内で回
収したごみは圧縮機を活用し、体積を減らすことで排出費用
の削減を行った。また、事務用品等は札幌市グリーン購入ガ
イドラインに従い、指定品を使用した。
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▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従事者の確
保・配置、人材育成）

▼　各職員の習熟度に応じた計画的な研修を行い、スキル
アップに努めた。

・４～６月　新採用職員研修、コンプライアンス研修
・５月　　　防火管理者再講習
・６月　　　新入社員フォロー研修
・８月　　　低圧電気取扱業務特別教育講習
・７～９月　情報セキュリティポリシー研修
・９～10月　防火管理者新規講習
・９～11月  パソコン研修（Excel）
・10月　　　ウェブアクセシビリティ研修
　　　　　　（HP担当者レベルアップ研修）
・11月　　　クレーム対応研修、新任係長職研修、課長職研
修
・      　　全国劇場・音楽堂等職員　舞台技術研修
・12月　    管理職マネジメント研修
　　　　　　経理担当者研修、救命講習
・１月      合理的配慮に関する研修
・２月　    個人情報の取扱いに関する研修
　　　　　　コンプライアンス研修
・３月　 　 環境マネジメント研修
            経理担当者研修

　職員として身
に付けるべき基
礎的内容のほ
か、コンプライ
アンスや、情報
資産の取扱（情
報セキュリティ
ポリシー）に関
する研修を行う
ことで、必要な
知識を習得し、
適切な施設運営
を行うことがで
きた。

▼　財団内LANによるグループウェアを活用し、事業部内及び
財団全体の職員間で情報共有と迅速な意思疎通を行った。併
せて、令和７年度は財団４施設において施設予約システムの
更新・統一を行い、利用者の利便性向上を図った。

　財団が管理す
る他の施設と操
作方法が統一化
されたシステム
の運用により、
適切な対応がで
きた。
　委託事業者を
含めた定期的な
会議では、催事
にかかる注意事
項を事前に共有
するとともに
日々の問題の解
決に向けた取組
を行うことがで
きた。

　劇場の優れた機能や専門的な特性を最大限に発揮し、独自
性と質の高さを兼ね備えた自主事業を安定的に展開してい
る。また、社会福祉法人や障害者活動支援センターへの業務
発注による福祉施策への配慮や、、市内企業の積極的な活用
献にも努めている。
　以上より、本市の要求水準を満たす自主事業が展開されて
いる

▼　会館職員と常駐する委託事業者間での定期的な会議を週
に一度開催し、日常業務における問題点（温度管理、安全管
理、施設利用者の対応等）や利用者からの意見等を速やかに
共有することで、柔軟な対応と改善に努めた。

▼　統括責任者として事業部長を、職務代理者として管理課
長をそれぞれ配置している。

▼　財団内で統一された財務、経理システムを継続して運用
することにより、予算執行状況の把握と効率的な伝票処理を
実現している。
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▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確保、受託者
への適切監督、履行確認）

▼　財団規程に基づき、公正な契約事務の執行に努めた。 　規程類に基づ
き適切な契約等
を行うことがで
きた。

▼　委託者側、受託者側双方に責任者を置き、管理監督と履
行確認を行った。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等の開催） 　管理運営水準
の維持のため、
施設貸出状況の
報告および主催
事業の進捗状
況・実施報告を
行った。
施設利用者ア

ンケートにおけ
る意見・要望に
対しては、施設
運営上の課題を
共有しつつ、委
員からは利用者
の観点から客観
的な意見や助言
をいただき、課
題の解決に結び
つけることがで
きた。今後も施
設の満足度およ
び認知度を高め
られるような事
業や運営方法を
検討する。

開催回 協議・報告内容

第１回
（６月27
日）

・令和７年度事業計画
・施設の利用状況報告　（４～５月）
・事業報告　（４～５月）
・アンケート集計結果報告　（４～５月）　
　　　　　　　　　　　　　

第２回
（９月30
日）

・施設の利用状況報告　（６～７月）
・事業報告　（６～７月）
・アンケート集計結果報告　（６～７月）　
　　　　　　　　　　　　

第３回
（12月23
日）

・施設の利用状況報告　（９～11月）
・事業報告　　（９～11月）
・アンケート集計結果報告　（９～11月）　
　　　　　　　　　　

第４回
（３月17
日）

・施設の利用状況報告　（12～２月）
・事業報告　（12～２月）
・アンケート集計結果報告　（12～２月）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜協議会メンバー＞

・地　 域 ： 大通地区町内会連合会会長
・利用者 ： 札幌文化団体協議会 常任理事・事務局長
・利用者 ： 劇団代表
・有識者 ： 広告制作会社ディレクター
・行　 政 ： 札幌市市民文化局文化部長
・指定管理者 ： 札幌市教育文化会館館長
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▼　委員から、「館内のWi-Fi環境」の整備の検討にあた
り、最近の他施設の状況を踏まえた利用の実例に基づくア
ドバイスをいただいたことから、館内アンケートの設問の
精度を高めることができた。また、「子ども演劇ワーク
ショップ」の実施時期について、参加しやすい日程等の設
定が重要であるとのご意見をいただいたことから、令和８
年度の実施内容の検討に際し、令和７年度には5か月間実
施したワークショップを４か月間に短縮するとともに、プ
レワークショップを夏休み期間に設定するなど、保護者の
負担の軽減に配慮するとともに参加しやすい環境づくりに
努めることができた。

▼　政策推進連絡会の開催

開催回 協議・報告内容

第１回
(８月７日)

（１）各施設の重点取組事項について
（２）議題
　①令和８年度予算要求に向けて
　②出資団体評価について
　③委託費補填の次年度以降の予算について
    当財団における委託費補填の取扱と次年
度以降について
　④50万円以上の修繕・設備投資の取扱につ
いて
　　当財団の修繕・設備投資の規模と今後の
財団収支の影響について
（３）その他意見交換

　所管部局と直
接協議、情報交
換ができる機会
を有意義に活用
し、次年度の事
業展開、収支状
況、現状の課題
などを共有する
ことができた。
　 札幌市の方針
や動向を踏まえ
つつ財団各施設
との連携等にも
効果が発揮され
ている。

第２回
(12月23日)

（１）指定管理者より
　①教育文化会館における令和７年度の予算
執行見込みと事業実施状況について
　②令和８年度の事業展開について
（２）文化部より
　①令和８年度文化部予算について
　②その他（報告）　　　　　　　　

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

▼　資金管理については、指定管理業務、自主事業ごとの区
分経理を実施しており、公認会計士による外部監査を導入し
ている。また、内部監査やセルフモニタリングにより、当財
団管理施設をまたいだ相互的なチェック体制を導入してい
る。

　資金管理につ
いては、常に財
務・収支状況を
明確にするとと
もに、財団の内
部監査及び業務
検査を行い、適
正に管理するこ
とができた。

▼　現金等の取扱いについては、現金取扱要綱を整備してお
り、出納員及び分任出納員による一元管理を行っている。ま
た、利用者との金銭授受においては複数の職員で確認する体
制をとっている。　
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▽　要望・苦情対応

　利用者からの
要望に対し、対
応可能な案件に
ついては迅速に
改善するよう努
めた。▼　札幌市教育文化会館公式ホームページにおいても、お問

い合わせフォームを整備しており、寄せられた要望・苦情に
ついては、都度内部で共有し、適切に対応・改善するように
している。

▼　指定管理者業務に関する下記の記録・帳簿等については
適切に整備保管した。
　・事業日誌等
　・管理業務に関する諸規定
　・文書管理簿
　・各年度の事業計画及び事業報告書
　・収支予算・決算に関する書類
　・金銭出納に関する帳簿
　・物品の受払いに関する帳簿
　・各種業務に関する記録書類及び札幌市が必要と認める書
類

　記録・帳簿等
を適切に整備保
管することがで
きた。

▼　施設管理に関わるアンケート調査の質問内容は指定管理
要求水準に準じた内容としている。調査結果については、集
計整理後、運営協議会で報告し、対応可能な案件については
積極的に改善に取り組んでいる。また、主催事業アンケート
にも施設管理に関する項目を設定することで、幅広い来館者
からの意見を取り入れている。

▼　セルフモニタリングについては、業務・財務検査を通し
て管理運営に関する自己チェックを実施した。

▼　札幌市による施設の管理運営に関する検査等へは誠実に
対応した。

　▼　自己評価の実施については、施設の利用状況、主催・
自主事業の実施状況等について、毎年度、事業報告書と合わ
せて札幌市に提出している。

▼　要望・苦情については、常駐委託業者を含めた会議を週
に一度開催し、情報共有や意見交換を行うことで適切に対応
している。また、必要に応じて札幌市とも共有し、対応を行
うこととしている。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリン
グの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自己評価の実
施）
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（２）労働関係法
令遵守、雇用環境
維持向上

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上(事故の有無などの安
全衛生面を含む)

　36協定の内容
を遵守するよ
う、長時間労働
の状況把握及び
業務配分等に取
り組むことがで
きた。
　雇用環境につ
いては、繁忙期
と閑散期がある
ことを踏まえ、
業務の効率化や
人員体制の補強
を行うなど、環
境を整えるよう
配慮することが
できた。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

労働関係法令
を遵守した適
切な組織運営
が行われてい
る。36協定の
遵守に向けた
長時間労働の
状況把握や業
務配分に取り
組むととも
に、コンプラ
イアンスや情
報セキュリ
ティに関する
職員研修を実
施し、ハラス
メント防止を
含む雇用環境
の維持向上に
努めている。
　以上より、
本市の要求水
準を満たす適
切な管理が行
われている。

▼　適正な内容で36協定を締結したほか、雇用環境の維持向
上のため、関係法令に基づき財団諸規則等の見直しを行い、
労働基準監督署に届け出た。

▼　給与の額や支給方法等の雇用条件については、財団の例
規として、職員、契約職員・パート職員の各々について就業
規則を定めているほか、職員については別途給与規程を制定
し明示している。これらを変更する場合には職員の過半数を
代表する者の意見を聴取し、行政官庁への届出を行ってい
る。また、賃金台帳など法定帳簿等も整備している。

▼　就業規則を含む例規集は、グループウェアにより、常に
各職員が閲覧可能な状態としている。

▼　毎月の給与の計算や社会保険・労働保険関係の各種手続
き等は、財団の総務部署を通じ、社会保険労務士事務所に委
託しており、労働関係法令改正への対応についても、社会保
険労務士と相談して行っている。

▼　衛生管理者、衛生推進者、産業医とともに労働災害の防
止、職場環境の向上に努めている。

▼　産業医の選任のほか、顧問弁護士も導入しており、これ
らの専門家による、心身の健康面、雇用、仕事以外の事柄も
含めた個別相談に応じる体制を採っている。また、各種ハラ
スメント対応のための専用相談窓口を設けている。

▼　札幌市ワーク・ライフ・バランスplus企業（ステップ
３）として認証を受けているほか、４年計画で策定した次世
代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づく一般事業
主行動計画を現在遂行中である。

▼　高齢者等雇用の安定等に関する法律に基づき、定年（61
歳）退職後に、希望者を65歳まで継続雇用し、高齢者の雇用
を促進した。
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（3）施設・設備
等の維持管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上への配
慮、連絡体制確保、保険加入）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　安全や市民
サービス向上
の観点から適
切な管理運営
を実施してい
る。遺失物の
一元管理や備
付備品のデー
タベース管理
など、職員が
共有して対応
確認できる体
制を整えてい
る。
　以上より、
本市の要求水
準を満たす適
切な管理が行
われている。
　　なお、施
設を横断した
予約システム
については既
に導入されて
いるものの、
空き状況の公
開は準備中の
段階にあるた
め、本格運用
に向けた迅速
な対応を求め
る。

▼　日常における施設の維持管理については、来館者の安全
を最優先に心掛け、業務を遂行した。

　利用者の快適
性、安全性を維
持するため、常
駐する委託事業
者との綿密な連
携のもと　適切
な施設運営がで
きた。
　札幌市が推進
する館内のバリ
アフリー化に向
けた対応をはじ
め来館者一人一
人により寄り
添った施設環境
を整えることが
できた。

▼　財団４施設において新施設予約システムの導入を行い、
利用者が１つのアカウントで財団が指定管理する他施設の予
約もできるようになった。

▼　緊急連絡網により、有事の連絡体制を確保した。

▼　令和６年度に引き続き館内表示の充実を図り、札幌市が
推進する館内のバリアフリー化のための調査等を行った。

▼　催物情報については、館内の各階に設置するデジタルサ
イネージで案内を行った。

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修繕、備
品管理、駐車場管理、緑地管理等）

▼　札幌市の備付備品はデータベースで管理しており、破損
や不具合、不足などのチェックを定期的に実施した。

　 備付備品の定
期点検の実施に
加え、施設利用
者の視点に立っ
た安全を第一と
したサポート体
制を整え、対応
した。

▼　舞台について、利用者視点に基づいたサポート体制をと
り、プロの利用はもとより、経験の少ないアマチュアの利用
においても、最大限の演出効果が得られるよう、安全管理を
重視しながら、丁寧なアドバイス・調整などきめ細かい対応
を行った。

▼　駐車場は、スペースの制約から駐車可能台数を定めてお
り、施設利用者に予め駐車券を発行し入庫数をコントロール
するなど、日々の円滑な車両管理に努めた。身障者用駐車ス
ペースの利用希望は事前に連絡をいただき、利用予定時間を
伺うとともに常駐委託事業者と連携しスロープへの誘導を行
うなどきめ細かく対応した。

▽　防災

▼　下記のとおり、防災訓練等を実施した。
     ・防災訓練　第１回目：９月９日（火）
　　　　　　　　　　第２回目：２月25日（水）

　職員と常駐委
託事業者の防災
への意識を高め
ることができ、
２月の実施では
参加者全員が階
段避難車や担架
の使用方法を確
認する等有事に
おける体制の強
化に繋げること
ができた。

▼　損害賠償保険は継続して、仕様に適合したものに加入し
た
▼　拾得物及び遺失物については、会館職員共有のネット
ワークシステムにてデータベース化を図り、発生する毎に登
録し、利用者からの問合せに即時対応できる体制を整えてい
る。なお、貴重品や一定の保管期間が経過しても引取のない
拾得物については、最寄りの警察署または交番に届け出を行
い、適切な処理に努めている。
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（4）事業の計
画・実施業務

▽　主催事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

福祉施設に寄与する取り組みとして、合理的配慮に関する研
修を実施した。地元の福祉施設等の協力を得て、合理的配慮
の考え方や、劇場・ホールにおける具体的な対応事例を学ぶ
研修を実施し、実際の事例を通して職員の理解を深め、誰も
が利用しやすい包摂的な劇場環境の実現を目指した。

　演劇や能
楽、オペラ等
を中心とし
た、施設の設
置目的に適う
質の高い舞台
芸術公演を
行っている。
特に小中学生
を対象にした
「能楽入門」
や「演劇ワー
クショッ
プ」、「新喜
劇ワーク
ショップ」
は、子どもた
ちが舞台芸術
に触れる機会
を創設し、演
者や観客など
の次代の担い
手の育成に寄
与する優れた
取り組みであ
る。
　さらに、新
事業として実
施した「能楽
大連吟」は、
一流の能楽師
を複数招聘
し、年齢・性
別・国籍を問
わない市民参
加型のワーク
ショップを通
して、伝統芸
能の魅力を肌
で感じ、次年
度の舞台公演
に繋げる取り
組みであり、
施設の機能を
活用し、社会
的役割を捉え
た意欲的な取
り組みとして

　▼　良質で多彩な舞台芸術作品の鑑賞機会の提供 　　

多様な企画で能楽を楽しむ３日間として「教文能」を開催。
１日目は京都金剛流の優美な舞で古典演目を鑑賞する「熊
野」、２日目は金剛流若宗家と宝生流宗家によるトークや舞
比べを楽しむ「二流一会」、３日目は人気声優が現代版に脚
本化された能の物語を朗読し、雅楽とともに能の世界へとい
ざなう「夜能」を上演した。能に触れた事のない客層を含む
幅広い年代が楽しめる公演となった。

　▼　札幌の舞台芸術の創造・発表 　「演劇フェス
ティバル」では
地元と道内外の
劇団関係者の交
流の場を創出す
ることができ
た。
　教文オペラ事
業では、子ども
たちにオペラや
歌の魅力を発信
した。また出演
した若手歌手に
とっては自身で
聴き手や会場の
広さにあわせた
プログラムや
トークの内容を
考えることで、
今後の活動に生
かせる経験を得
ることができ
た。

札幌の演劇の振興と市民への普及を目的とし、地元演劇関係
者と協力しながら演劇の魅力を伝える教文演劇フェスティバ
ルを開催。中心企画である「短編演劇祭」のほか、インプロ
ビゼーション（即興演劇）を学ぶ中高生向けワークショップ
や、制作や運営に焦点を当てたセミナー・ワークショップな
ども併せて行った。
また教文オペラでは、芸術文化を身近なものとして楽しむこ
とができる場を提供。子どもたちの芸術文化活動を充実させ
るため、小学校へのアウトリーチである「歌のお届けコン
サート」を市内10校（令和６年度実績：８校）にて実施。子
どもたちが気軽にオペラに触れ、オペラ歌手とともに歌った
り歌唱指導を受けたりすることができる機会を創出した。
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　▼　文化芸術活動の支援事業 　子ども向けの
演劇ワーク
ショップを通じ
て演劇を創るこ
との楽しさや
チームづくりの
大切さを体感し
てもらうことが
できた。
　一般向けの能
楽ワークショッ
プでは、札幌初
の開催ながら、
定員を上回る参
加者が集まっ
た。稽古から成
果発表までを通
して参加者の達
成感・満足度と
もに高く、来場
者からも好評を
得る事業となっ
た。

り組みとして
高く評価でき
る。
　以上より、
本市の要求水
準を上回る優
れた事業を実
施している。

「子ども演劇ワークショップ」では、ジョブキタ北八劇場と
連携し、小中学生の参加者が地元劇団の演出家や役者たちと
長期間のワークショップを通じて演劇的な遊びや表現方法を
学び、作品を作り上げて発表公演を行った。
また年齢、性別、国籍等を問わず市民が幅広く参加可能で、
日本の古き良き文化を知るとともに興味・関心を持ってもら
うことのできるワークショップ「能楽大連吟札幌」を開催し
た。

▽　主催事業（札幌市補助事業）

　▼　能楽振興事業 　令和６年の本
公演を鑑賞でき
なかった方にも
楽しんでいただ
けただけでな
く、本公演を鑑
賞した方から
も、改めて、映
像を通して能面
の表情の変化が
よく見えた、映
像ならではの臨
場感があったと
いった声をいた
だき、舞台芸術
としての能の新
たな可能性を示
すことができ
た。　　

屋根付き仮設能舞台による本格的な能公演『熊野』を実施し
た。あわせてトークセッションを行い、市民が能楽への理解
を深める機会を提供した。また、令和６年８月に実施した石
山緑地薪能の公演の様子や出演者インタビューなどを、公演
当日と同様の音響システムで鑑賞する上映会を実施し、当日
現地で鑑賞できなかった方だけでなく、現地で鑑賞したがま
たスクリーンで観たいという方まで幅広く来場いただいた。

対象事業　２公演/880人
            　

主催事業　10公演/入場者数 3,801人
　　　　　　  ７講座/参加者数 299人
　　　　　　　アウトリーチ10校/鑑賞者数 3,366人
共催事業　16公演/入場者数 23,003人
　　　　　　  １講座/参加者数 310人
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  ▼　札幌市民芸術祭

　市民の芸術文
化活動の創造・
発表する場を提
供するととも
に、良質な公演
や作品を鑑賞す
る機会を提供す
ることができ
た。顕彰制度は
参加者の創作意
欲を奨励し、目
標と励みになっ
ている。これら
の事業を運営す
ることにより、
市民の芸術文化
活動の充実と理
解の浸透に寄与
し、次代を担う
若手や新たな人
材の育成にも貢
献している。
　

個別事業では、
新人音楽会では
46人の応募があ
り、選抜された
18人が出演する
演奏会を実施し
た。また、前年
度の大賞受賞者
３人を招き、特
別演奏を行うな
ど、若手アー
ティストを育成
するとともに、
市民に優れた演
奏を提供した。
　市民美術・書
道展は札幌市民
ギャラリーにて
開催し、139作品
を展示、552人の
来場があった。
また、会期中に
会場内で開催す
る市民ギャラ
リー主催コン
サートの出演者
の紹介や告知も
合わせて行い、
施設間の連携を
図った。

　札幌市民の芸術文化における幅広い創造、発表活動を
積極的に推進し、札幌市の芸術文化の一層の振興を図る
ことを目的として、札幌市長から委嘱を受けた芸術文化
関係者126人による実行委員・監事及び10部会の委員で
実行委員会を構成し、全10事業を実施した。特に優れた
発表を行った個人、団体に対して、札幌市民芸術祭大賞
及び奨励賞を贈呈し、令和７年度は大賞５組、奨励賞27
組の計32組を表彰した。

・実施事業：10事業（札幌市民劇場／マンドリン音楽祭
／ギター音楽祭／市民合唱祭／市民美術・書道展／市民
文芸／新人音楽会／邦楽演奏会／札幌市民吹奏楽祭／市
民写真展）

・全事業総入場者数：18,897人
・出演者及び参加者数：7,380人
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（5）施設利用に
関する業務

▽　利用件数等 　大小ホールは
概ね計画どおり
の稼働率となっ
たが、諸室につ
いては、計画の7
割程度となって
いる。また、総
入場者数につい
て、目標とする
580,000人程度の
8割にとどまった
原因として、研
修室等の利用人
数が目標の６割
程度となったこ
とが挙げられ
る。以前と比べ
て、大ホールに
おける邦舞など
の利用の減少
や、小ホールに
おける練習のた
めに利用した件
数の増加に加
え、研修室等の
市民による定期
利用の減少が要
因と考えられ
る。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　申請書や舞
台平面図のダ
ウンロード化
や、一斉受付
の非対面方式
の導入は、利
用者の来館の
手間の軽減や
待ち時間の圧
縮につながっ
ており、利便
性の向上に寄
与しているも
のの、大小
ホールの稼働
率、総入場者
数のいずれ
も、本市が求
める要求水準
（各ホール80%
程度、総入場
者数580,000人
程度）に届か
ず、また、諸
室の利用は５
割程度にとど
まっており、
全体的な利用
の低調が課題
である。
　今後は、興
業を始めとし
た利用傾向や
市民ニーズを
詳細に分析
し、さらなる
利用促進や積
極的な誘致に
向けた具体的
な取り組みを
強化すること
を強く求め
る。

135 309 259

104,232 211,000 179,430

89.3 80.0 77.5

138 227 281

32,893 71,000 66,222

81.7 80.0 75.2

367 1,084 860

18,977 42,000 50,797

49.8 75 56.8

620 2,487 1,734

55,449 252,000 165,355

43.6 70.9 52.7

55 112 73

12,098 5,000 5,321

36.7 39.1 22.1

223,649 581,000 467,125

▽　不承認０件、　取消し40件、　減免85件、　還付49件

▽　利用促進の取組

▼　申請書や舞台平面図のダウンロードサービスを実施し、
一斉受付については非対面方式で実施することにより、来館
の手間や待ち時間の削減など利用者の利便性の向上にも努め
た。

▼　受付時間、舞台の仕込み及び撤去等について、利用者の
要望に沿い、柔軟な対応を心掛けた。

▼　小ホールの練習限定割引料金の設定については、ホール
空き日の制約はあるものの、平成18年度の運用開始から現在
も根強いニーズと一定数の利用者があり、有効な利用形態で
あることから、割引料金の設定を継続した。

R6年度実績 R7年度計画 R7年度実績

大ホール

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

小ホール

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

ﾘﾊｰｻﾙ
室・

練習室

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

研修室・
講堂

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

件数(件)

人数(人）

稼働率(％)

総入場者数（人）

ギャラリー
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（6）付随業務　
　　　

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

　情報誌の発行
については、主
催事業紹介のみ
にとどまること
なく、施設の魅
力や当館事業を
通じて、芸術・
文化への興味を
引く内容を発信
することができ
た。

　ホームペー
ジアクセス数
が前年度より
大幅に増加し
100万件を超え
るなど、積極
的な広報展開
や各媒体への
情報提供が顕
著な成果につ
ながってい
る。ウェブア
クセシビリ
ティの取組確
認・評価結果
を公開したほ
か、包摂的機
能強化事業に
おいては、障
がいのある方
への合理的配
慮に関する研
修を行い、多
様な来場者へ
の対応力向上
にも努めてい
る。
　以上より、
本市の要求水
準を満たす自
主事業が展開
されている。

▼　主催事業
・会館情報誌「Raku」を年３回各5,000部（計15,000部）、舞
台芸術告知ペーパー「act」を年３回各5,000部（計15,000
部）発行した。

▼包摂的機能強化事業
施設に来場する多様なお客様への対応力向上を目的として、
職員を対象に「合理的配慮に関する研修」を実施。

　包摂的機能強
化事業において
は、障がいのあ
る方々の協力を
得て、合理的配
慮の考え方に基
づく具体的な事
例を通した研修
を実施し、理解
を深めることが
できた。

▼　広報の拡充
・主催事業ポスター、チラシを市内の各文化施設やホールに
配布、掲出したほか、各広報媒体へ情報提供を行うことで新
聞や雑誌への掲載も積極的に実施した。

・ホームページアクセス数
令和７年：1,125,124件
（参考）令和６年度：611,662件

▼　ウェブアクセシビリティ向上への取組
ウェブアクセシビリティの取組確認を実施し、「ウェブアク
セシビリティ取組確認・評価結果」を令和８年３月31日に公
開した。
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２　自主事業その他

▽　自主事業 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

▼　能楽振興事業　
　　※主催事業再掲
屋根付き仮設能舞台による本格的な能公演『熊野』を実施した。あわせてトー
クセッションを行い、市民が能楽への理解を深める機会を提供した。
また、令和６年８月に実施した石山緑地薪能の公演の様子や出演者インタ
ビューなどを、公演当日と同様の音響システムで鑑賞する上映会を実施し、当
日現地で鑑賞できなかった方だけでなく、現地で鑑賞したが、またスクリーン
で観たいという方まで幅広く来場いただいた。

令和６年の本公
演を鑑賞できな
かった方にも楽
しんでいただけ
ただけでなく、
本公演を鑑賞し
た方からも、改
めて、映像を通
して能面の表情
の変化がよく見
えた、映像なら
ではの臨場感が
あったといった
声をいただき、
舞台芸術として
の能の新たな可
能性を示すこと
ができた。

　劇場の優れ
た機能や専門
的な特性を最
大限に発揮
し、独自性と
質の高さを兼
ね備えた自主
事業を安定的
に展開してい
る。
　また、社会
福祉法人や障
がい者支援施
設への業務発
注による福祉
施策への配慮
や、環境へ配
慮したごみ対
策など、地域
社会への貢献
や利用者サー
ビスの向上に
多角的に努め
ている。
　以上より、
本市の要求水
準を満たす自
主事業が展開
されている

▼　自動販売機の設置　
　利用者サービスの一環として自動販売機を設置し、来館者が快適に利用でき
る環境を提供した。令和４年２月にレストラン事業者が撤退したため、自動販
売機には菓子販売の割合を増やすことで、飲食物を希望する利用者の要望に少
しでも応えられるよう工夫している。

　２階の旧レス
トランスペース
については令和
７年４月18日以
降、中野北溟記
念室として書道
作品の展示を、
その隣には机や
椅子を設置して
利用者の休憩場
所を確保した。
また菓子やパン
をラインナップ
に加えた自動販
売機の設置によ
り来館者にとっ
て居心地のよい
空間やサービス
の提供に努め
た。

▼　ごみ袋販売
　公共施設における環境問題への取組や運営コスト削減の一環として、利用者
が出すごみについては持ち帰りを基本とし、ごみ減量のご協力いただいてい
る。また、物理的な理由等により持ち帰りが難しい場合においては、会館専用
の有料ごみ袋を販売し、事業ごみとして処理している。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼　業務委託、消耗品等の購入は市内の企業を活用した。 　業務委託や消
耗品の購入につ
いては、可能な
限り市内企業に
発注した。
　障害者活動支
援センター等の
利用についても
取り組むことが
できた。

▼救護用品や作業着類等のクリーニングは社会福祉法人に、一部印刷業務を障
害者活動支援センターにそれぞれ発注した。
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３　利用者の満足度

▽　利用者アンケートの結果　　 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

実施方法 ・施設アンケート：通年
　貸室の受付の際にアンケート用紙を手渡すほか、館内の各
フロア（地下、１階市民ロビー、 ２～４階廊下）にアンケー
ト用紙と回収ボックスを設置し、随時回収している。

　施設アンケー
トについては回
収率を高めるた
め、貸室の受付
の際に声がけを
行うほかアン
ケート用紙を手
渡すことに努め
た。
　主催事業公演
では公演形態に
合わせてwebアン
ケートも導入
し、より多くの
来場者からの意
見を集められる
工夫をした。
　アンケート結
果を踏まえ、今
後もより充実し
た事業の実施に
努める。

　施設満足度
92.1％、職員
の接客態度
96.3％と、い
ずれも高水準
の満足度を維
持しており、
本市の要求水
準（80％）を
十分に満たし
ている。
　また、アン
ケートに寄せ
られた意見
（開催日程
等）を翌年度
の事業実施に
迅速に反映さ
せている対応
力は評価でき
る。
　一方で、Web
アンケートの
導入など回収
に向けた工夫
を行ったもの
の、全体回答
数3,425件は、
本市の要求水
準（5,800件）
を満たしてい
ないため、今
後はより多く
の利用者の声
を把握できる
よう、さらな
る周知や回収
方法の工夫に
努めていただ
きたい。

・主催事業アンケート：通年
　主催事業の来場者や講座（ワークショップ）受講者を対象
にアンケート用紙を配布またはWebアンケートを実施した。

結果概要 ・施設アンケート
　施設に関する満足度は92.1％（「大変良い」、「良い」、
「普通」の合計）、職員の接客態度についての満足度も96.3
％の評価となった。

・主催事業アンケート
　全回答者のうち、５段階評価で３以上を付けた回答者の割
合は94.1％となった。

・全体回答数 3,425 件（施設 415件、主催 3,010件）
　来館者に対して多くの意見を集められるようWebアンケート
の導入など工夫を行ったが、目標値には届かなかった。　

利用者からの
意見・要望と
その対応

【意見】（教文演劇フェスティバル・短編演劇祭のアンケー
トより）
・平日昼は正直キツイです。有給取らないとだし。
・平日に行うのは集客に影響するので、前夜祭・本編含め
て、日・祝日がいいのでは？
・日程が平日の昼は勧めにくい
【対応】
令和８年度は開催日を日曜日に設定した。

【意見】（金剛流熊野のアンケートより）
・1,000円の席があるのがよかった。気軽に「見よう」と思え
る。
・1,000円の席はおためしに大変よいと思います
【対応】
令和8年度の狂言公演では、引き続き気軽に鑑賞できる席種と
して2,000円の自由席を用意した。

【意見・要望】（施設アンケートより）
　・道案内してくださりありがとうございました。
　・設備のセッティングなどスムーズにご準備頂きありがと
うございました。
　・会場が暑い/寒い
【対応】
利用者から内線をいただき、事務職員から常駐設備業者に直
ちに共有のうえ対応した。　　　　　　　　　　　　　　　
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４　収支状況

▽　収支　　　 （千円） 　利用料金につ
いては、予算に
届かなかったも
のの、研修室や
ギャラリーに特
化した貸室案内
リーフレットを
作成して配架す
るなど貸室の利
用増に努めた。
  また、令和８
年１月以降の施
設利用料金改定
の効果は翌年以
降に本格的に反
映されるため令
和７年度におけ
る収益への影響
は少ない。
　主催事業につ
いては、令和7年
度新規事業「市
民参加型ワーク
ショップ 能楽大
連吟札幌」が年
度を跨いで実施
する事業である
ため、全収益が
令和８年度に計
上されることが
影響したことで
自主事業収入は
予算に届かな
かったが、能楽
３公演の広報を
共通化したこと
で効果的な情報
発信と経費の削
減を両立し、想
定より支出を抑
えることが出来
た。
　自主事業につ
いては、薪能上
映会開催に伴い
支出が増えたも
のの、入場料や
自動販売機にお
ける収益により
収入は予算より
増加した。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

項目 R7年度計画 R7年度決算 差（決算-計画） 　自主事業収
入において
は、計画値を
上回る増収を
確保した。支
出面では節電
や広報共通化
等の経費削減
を行った。結
果、当期収支
差額は、計画
値から2,265千
円改善したも
のの、依然と
して大幅な赤
字収支となっ
ている。
物価高騰が続
く厳しい環境
下でのコスト
削減は評価で
きるものの、
今後は、収支
の健全化に直
結する利用料
金収入増に向
け、利用動向
を分析し、
ターゲットに
合った積極的
なアプローチ
や、ウェブ・
SNSを活用した
効果的な情報
発信などの具
体的な対応策
を立案・実行
するよう求め
る。

収入 442,468 444,105 1,637

指定管理業務収入 434,948 435,636 688

指定管理費 257,664 273,401 15,737

利用料金 165,200 153,377 ▲ 11,823

その他 12,084 8,858 ▲ 3,226

自主事業収入 7,520 8,469 949

支出 491,442 490,814 ▲ 628

指定管理業務支出 481,443 479,535 ▲ 1,908

自主事業支出 9,999 11,279 1,280

収入-支出 ▲ 48,974 ▲ 46,709 2,265

利益還元 0

法人税等 0

純利益 ▲ 48,974 ▲ 46,709 2,265

▽　説明

▼　指定管理費について、賃金スライド制度による管理費用支給や、電気・ガ
ス代の高騰による光熱費補填を受けたことにより、増収となった。

▼　利用料金については、通常期とほぼ同水準の収益まで回復したものの、休
館期間を経て利用者側の利用内容が変化したことや、小規模サークル等の減少
により、利用料金が想定より少なく、予算値に届かなかった。

▼　支出については、使用していないフロアのこまめな消灯など、光熱水費の
抑制に努めたものの、電気・ガス代の高騰の影響により光熱水費が増加した。
また、薪能上映会開催に伴う自主事業支出の増加があったが、各事業区分にお
ける業務見直しや事業開催形態の再検討による費用の圧縮により、予算よりや
や縮減することが出来た。
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＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

　当団体の財務状況等は、債務超過、累積欠損の状態になく、自己資本比率が
50％以上等のため、経営の健全性が保たれており、安定経営能力が維持されて
いる。

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン条例及び暴力
団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼　各条例の規定に則り、全て適切に対応した。
▼　情報公開請求はなかった。
▼　オンブズマンについては、案件は生じなかった。
▼　暴力団関係については、案件は生じなかった。
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Ⅲ　総合評価

【指定管理者の自己評価】

総合評価

【所管局の評価】

総合評価

次年度以降の重点取組事項

（施設管理）   　
 ・改修による休館後、新規の施設利用者の割合が高くなり、
利用状況にも変化が見られることから、利用者のニーズやリ
クエストを考慮しつつ、MICE等にかかる札幌市との調整を綿
密に図り、公平かつ適切に管理運営を行うことができた。施
設予約システムについても改修を行い、業務の効率化を図る
とともに、利用者マイページの新設により、施設利用者の利
便性も向上した。

（施設管理）
　まもなく50年を迎える施設の維持においては、修繕箇
所について札幌市へ速やかに共有し、迅速に適切に対応
することに努め、貸館においては利用者アンケートで寄
せられる意見等を踏まえ、より一層安全で円滑な施設運
営に努める。
また、能楽事業の実施にあたり、道外の専門事業者の助
言のもと能舞台の維持に必要となる適切な保守管理に努
め、伝統芸能分野の公演をサポートする。

(主催事業)
教育文化会館の事業の柱のひとつである古典芸能について、
新しい切り口から幅広い層に訴えかける公演など様々な事業
を展開することができた。
また、休館中の実施が難しかった演劇フェスティバルや演劇
ワークショップなを再び開催し、演劇の振興・普及に寄与す
ることができた。

(主催事業)
・演劇や伝統芸能といった当館事業の軸を確立させなが
ら、参加・鑑賞・体験の場の創出に努める。
・改修した能舞台について、その魅力を伝える事業を展
開しつつ、様々な視点から活用方法を検討し、その事例
を示すことで、さらなる利用機会の創出をはかる。
・「知らないを体験へ」といった指定管理V期の事業テー
マのもと、普段芸術文化や伝統芸能に触れることが少な
い層にもリーチできる事業を実施する。

改善指導・指示事項

　施設利用面において、大小ホールの稼働率や総入場者数が
要求水準に届かず未達となり、諸室の利用も低調であるほ
か、収支面では経費削減による改善は見られたものの、依然
として大幅な赤字が続いている点は今後の重要な改善課題で
ある。
　しかしながら、安全・安心な施設管理や防災対策、バリア
フリー化の推進、障がい当事者と連携した合理的配慮への取
り組みなど、運営の質的側面や付随業務においては、本市の
要求水準を満たしているところ。
　さらに、ホームページアクセス数が100万件を突破するなど
広報面で大きな成果を上げており、貸室案内リーフレットの
作成など、利用率向上への積極的姿勢が見られた。
　今後は収支改善と利用促進に向けたさらなる努力が求めら
れるものの、総じて指定管理者としての優れたノウハウを十
分に活かした適切な管理運営が行われていると評価する。

　施設管理については、引き続き市と密接に連携を図り
ながら施設の保守・管理や修繕等への迅速な対応に努
め、利用者が安心安全に利用できる施設環境を維持する
こと。
　主催事業については、演劇や古典芸能等の当館の軸と
なる分野において、良質な鑑賞機会の提供や参加・体験
の場の創出に努めること。特に、改修した能舞台につい
ては、その魅力を発信し、さらなる利用機会の創出を図
ること。
　アンケートの目標回答数達成に向けて更なる工夫を行
うことと、利用者から寄せられた意見を今後の運営や事
業実施に反映させるよう努めること。
　　収支状況については、市民ニーズや利用傾向を分析
のうえ、利用率向上に向けた効果的な対策を講じるな
ど、財務の健全化に努めるよう強く求める。


